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第６回全校音楽～響き合う５・６年生の演奏

１１月７日（火）に第６回全校音楽を行いました。「三省まつり」以来の全校音楽でした。今回の

めあては、次の２つでした。

①５・６年生の歌と合奏を味わって聴こう

②全校の友達と声を合わせて歌おう。

はじめに５・６年生の発表があり、歌「待ちぼうけ」と合

奏「キリマンジャロ」の演奏を響かせてくれました。「待ち

ぼうけ」は、北原白秋作詞、山田耕筰作曲の日本を代表する

唱歌です。演奏に先立って、作詞家、作曲家の紹介がありま

した。歌詞の説明の際には、「まじめに働くことって、大事

なんだなあ。」と改めて考えさせられました。また、「キリ

マンジャロは、アフリカ大陸で最も高い標高５８９５メートルの山です。」という説明があり、この

山の雄大さが、この曲の迫力に表されているんだなあと感じました。子どもたちは、次のような振り

返りをしていました。

〇ぼくは、「キリマンジャロ」を演奏して、みんなと息を合わせた合奏ができたのでよかったで

す。「待ちぼうけ」では、高い声を出して歌えたのでよかったです。 （６年 Ｃ．）

〇ぼくは、「待ちぼうけ」や「キリマンジャロ」で、みんなと息を合わせられたのでよかったで

す。 （６年 Ｈ．）

〇リコーダーと鍵盤ハーモニカが合っていて、キリマンジャロの山のイメージが表されているな

あと感じました。 （４年 Ｓ．）

〇「キリマンジャロ」の繰り返しのところが、きれいでいいなあと思いました。

（４年 Ｋ．）

〇「待ちぼうけ」のお話が、歌になって表されているなあと感じました。（４年 Ｔ．）

集会の最後には、上学年と下学年が向かい合って「思いやりの歌」と「怪獣のバラード」を歌いま

した。お互いの声のよさを聞き合いながら、歌声を響かせることができました。次回の全校音楽は、

１２月１４日（木）の３校時、「ミニコンサート」を行う予定です。小グループや個人で演奏を発表

します。ご都合の付く方は、ぜひ学校においでになり、子どもたちの演奏をお聴きいただきたいと思

います。お待ちしております。（当初は１２月１３日の予定でしたが、校内事情により変更になりました。）

「キリマンジャロ」の迫力が伝わってくる演奏でした 笑顔で向き合って歌いました

三省
学校ホームページ http://www.city.semboku.akita.jp/sc_nakasyo/

学校公式ブログ http://blog.goo.ne.jp/sembokunakagawa 携帯からも見られます。随時更新中

Ｈ２９．１１．１７（金）
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＜「みんなニコニコ米」のふり返りから＞

○私は宣伝係で、のぼりとチラシ渡しの仕事で、いろんな人に声をかけることをがんばりました。の
ぼりがたおれないようにすることもがんばりました。はじめは、チラシも試食のニコニコ米も渡す
ことができなかったけれど、場所を変えてがんばったら、いろんな人が買っていってくれたのでよ
かったです。今回学んだことを生かして、知らない人にでも、あいさつを進んでやっていきたいで
す。 （５年 Ｋ．）

〇お客さんが来ないときでも、あきらめないで声を出せば、お客さんが寄ってきてくれました。ニコ
ニコ米を買ってくれるお客さんを、笑顔で迎えることができました。また、宣伝係のおかげでお客
さんがいっぱい来てくれて、完売できたのだと思います。これからは、いつでも笑顔を忘れないよ
うにし、親切な言葉を毎日かけるようにしたいです。 （５年 Ｔ．）

○私は販売係でした。レジの当番をして、はじめは「早見表」を見ながらやっていましたが、なれて
きたら、見なくてもできるようになりました。「いらっしゃいませ。」「この米、甘いですよ。」
と大きな声で叫ぶことをがんばりました。私は、今回の活動で、「働くことの大変さ」「お客さん
に明るく接することの大切さ」を学びました。今回学んだことを生かして、これからは明るくあい
さつをしたいです。 （５年 Ｏ．）

○私は宣伝係でした。最初は、知らない人に声をかけるときに勇気が必要だったけれど、なれてきた
ら楽しくなってきました。ことわられても、それがあたり前だと思って、たくさんの人に声をかけ
ました。知らない人とあいさつをして話すことは、こんなに楽しいんだということが分かりました。
また、お客さんに、安全と安心だよということを伝えることで売れることが分かりました。知らな
い人に大きな声であいさつすることのよさが分かったので、地域の人にあいさつをたくさんできる
ようになりたいです。 （５年 Ｓ．）

○私は、レジの係をやりました。レジでは、お客さんがたくさん来るので会計が間に合わなくなるこ
ともありました。お客さんがあまり来なくなったときには、大きな声で「ニコニコ米のよさ」をア
ピールしました。私は、「働くことの大変さ」を学ぶことができました。お店に来たお客さんに明
るく接することができました。会計が間に合わなくなりそうになったときには、友達と協力して乗
り切ることができました。これからも、いろんな人に笑顔で明るく接するようにしたいです。

（５年 Ｉ．）

○ぼくの仕事は、大きな声で宣伝することとチラシを配ることでした。最初はあまり声を出していな
かったけれど、後から声を出すことができてよかったです。今回学んだことは、勇気を出すことで
す。最初は声が出なかったけれど、勇気を出したらうまくいったのでよかったです。ぼくは、勇気
を出せばできることを学んで、これからは、何にでも挑戦をして、何でもできるようにしたいです。

（４年 Ｃ．）

○ぼくがニコニコ米販売で学んだことは２つあります。一つ目は、「協力することの大切さ」です。
Ｓ．兄さんと、袋にパンフレットを入れるのをがんばりました。二つ目は、「最後まであきらめな
いでやることの大切さ」です。お客さんがあまり来ないときでも、あきらめずに声を出しました。
今回学んだことを生かして、分からない問題があっても協力して解決していきたいです。

（４年 Ｔ．）


